
(57)【要約】

【課題】腹腔鏡下で患部組織を電気エネルギーで切開凝

固する手術に用いる腹壁を穿刺して（外套なしで）切開

・凝固を行える穿刺型電気メスの電極針の構造、および

その安価なる製造法を提供する。

【解決手段】ステンレスなどの棒状金属線を原材料とし

て、電源電極に接続される電極部以外を電気分解等で細

径化し、その細径長針部を熱収縮絶縁樹脂のチューブに

通して加熱収縮させ固着することで先端部と電極接続部

以外を絶縁して製造する。電源電極孔に挿入される外径

４～８ｍｍ、長さ１０～４０ｍｍの円柱状接続部と、か

かる円柱状接続部と一体連結された同軸芯の外径１～３

ｍｍ、長さ１００～４００ｍｍの長針部とからなる穿刺

型電気メスの電極針。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
腹 腔 鏡 下 で 患 部 組 織 を 電 気 エ ネ ル ギ ー で 凝 固 切 開 す る 手 術 に 用 い る 穿 刺 型 電 気 メ ス の 電 極
針 で あ っ て 、 電 源 電 極 孔 に 挿 入 さ れ る 外 径 ４ ～ ８ ｍ ｍ 、 長 さ １ ０ ～ ４ ０ ｍ ｍ の 円 柱 状 接 続
部 と 、 か か る 円 柱 状 接 続 部 と 一 体 連 結 さ れ た 同 軸 芯 の 外 径 １ ～ ３ ｍ ｍ 、 長 さ １ ０ ０ ～ ４ ０
０ ｍ ｍ の 長 針 部 と か ら な り 、 前 記 長 針 部 の 先 端 よ り １ ０ ｍ ｍ 以 内 の 露 出 部 を 除 く 長 針 部 表
面 が 絶 縁 樹 脂 で 被 覆 さ れ て い る 腹 腔 鏡 手 術 用 穿 刺 型 電 気 メ ス の 電 極 針
【 請 求 項 ２ 】
絶 縁 樹 脂 の 主 成 分 が 、 フ ッ 素 系 ポ リ マ ー 樹 脂 ま た は ポ リ イ ミ ド 樹 脂 で あ る 請 求 項 １ の 電 極
針
【 請 求 項 ３ 】
長 針 部 の 先 端 が 、 外 径 １ ～ ３ ｍ ｍ の 円 柱 か ら 研 削 さ れ て 形 成 し た 鉤 型 形 状 で あ る 請 求 項 １
の 電 極 針
【 請 求 項 ４ 】
腹 腔 鏡 下 で 患 部 組 織 を 電 気 エ ネ ル ギ ー で 凝 固 切 開 す る 手 術 に 用 い る 穿 刺 型 電 気 メ ス の 電 極
針 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 外 径 ４ ～ ８ ｍ ｍ の 長 さ １ １ ０ ～ ４ ４ ０ ｍ ｍ 棒 状 金 属 材 の 片 端 か ら
長 さ １ ０ ～ ４ ０ ｍ ｍ の 電 極 接 続 部 を 残 し 、 該 電 極 接 続 部 以 外 の 部 分 を 研 削 ま た は 電 気 分 解
す る こ と で 外 径 ４ ～ ８ ｍ ｍ 、 長 さ １ ０ ～ ４ ０ ｍ ｍ の 電 極 接 続 部 と 同 軸 芯 の 外 径 １ ～ ３ ｍ ｍ
、 長 さ １ ０ ０ ～ ４ ０ ０ ｍ ｍ の 長 針 部 と の 一 体 連 結 物 を 得 る 第 一 ス テ ッ プ と 、 前 記 長 針 部 を
該 長 針 部 と 概 同 一 長 の 絶 縁 材 樹 脂 チ ュ ー ブ に 通 し た 後 か か る 長 針 部 を 加 熱 す る 第 二 ス テ ッ
プ と 、 前 記 長 針 部 先 端 よ り １ ０ ｍ ｍ 以 内 の 絶 縁 材 樹 脂 を 剥 が す 第 三 ス テ ッ プ と か ら な る 電
極 針 の 製 造 方 法
【 請 求 項 ５ 】
絶 縁 材 樹 脂 チ ュ ー ブ の 主 成 分 が 、 フ ッ 素 系 ポ リ マ ー 樹 脂 ま た は ポ リ イ ミ ド 樹 脂 で あ る 請 求
項 ４ の 電 極 針 の 製 造 方 法
【 請 求 項 ６ 】
腹 腔 鏡 下 で 　 患 部 組 織 を 電 気 エ ネ ル ギ ー で 凝 固 切 開 す る 手 術 に 用 い る 穿 刺 型 電 気 メ ス の 電
極 針 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 外 径 ４ ～ ８ ｍ ｍ の 長 さ １ １ ０ ～ ４ ４ ０ ｍ ｍ 棒 状 金 属 材 の 片 端 か
ら 長 さ １ ０ ～ ４ ０ ｍ ｍ の 電 極 接 続 部 を 残 し 、 該 電 極 接 続 部 以 外 の 部 分 を 研 削 ま た は 電 気 分
解 す る こ と で 外 径 ４ ～ ８ ｍ ｍ 、 長 さ １ ０ ～ ４ ０ ｍ ｍ の 電 極 接 続 部 と 同 軸 芯 の 外 径 １ ～ ３ ｍ
ｍ 、 長 さ １ ０ ０ ～ ４ ０ ０ ｍ ｍ の 長 針 部 と の 一 体 連 結 物 を 得 る 第 一 ス テ ッ プ と 、 前 記 長 針 部
の 全 長 を 絶 縁 材 塗 料 で 塗 装 す る 第 二 ス テ ッ プ 、 ま た は 前 記 長 針 部 の 全 長 を 液 相 の 絶 縁 材 樹
脂 に 浸 け た 後 か か る 長 針 部 を 加 熱 す る 第 二 ス テ ッ プ と 、 前 記 長 針 部 先 端 よ り １ ０ ｍ ｍ 以 内
の 絶 縁 材 樹 脂 を 剥 が す 第 三 ス テ ッ プ と か ら な る 電 極 針 の 製 造 方 法
【 請 求 項 ７ 】
絶 縁 材 塗 料 の 主 成 分 、 ま た は 液 相 の 絶 縁 材 樹 脂 の 主 成 分 が 、 フ ッ 素 系 ポ リ マ ー 樹 脂 ま た は
ポ リ イ ミ ド 樹 脂 で あ る 請 求 項 ６ の 電 極 針 の 製 造 方 法
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 案 は 内 視 鏡 下 外 科 手 術 、 特 に 腹 腔 鏡 下 外 科 手 術 に お い て 、 手 術 部 位 の 組 織 を 電 気 エ ネ ル
ギ ー で 熱 凝 固 切 開 す る 手 術 に 用 い る 穿 刺 型 電 気 メ ス の 電 極 針 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
腹 腔 鏡 （ Ｌ ａ ｐ ａ ｒ ｏ ｓ ｃ ｏ ｐ ｅ ） は 、 体 内 に 挿 入 さ れ 患 部 の 画 像 情 報 を 得 る た め の 光 フ
ァ イ バ イ メ ー ジ ガ イ ド 、 照 明 用 ラ イ ト ガ イ ド を 内 蔵 し た も の で あ る 。 腹 腔 鏡 と 共 に 腹 壁 に
貫 通 さ せ た Ｐ Ｏ Ｒ Ｔ に 施 術 マ ニ ピ ュ レ － タ で あ る 鉗 子 や 電 気 メ ス 等 を 通 し 、 腹 腔 鏡 下 で 患
部 組 織 を 切 開 、 凝 固 止 血 し な が ら 除 去 す る 等 の 鏡 視 下 手 術 が 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
か か る 腹 腔 鏡 下 手 術 の 切 開 除 去 に て 、 電 気 、 超 音 波 、 レ － ザ の エ ネ ル ギ ー を 患 部 に 集 中 し
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、 発 熱 凝 固 で 切 開 除 去 す る 方 法 が と ら れ て い る 。 こ こ で は 神 経 刺 激 が 少 な い 高 周 波 電 流 を
患 部 に 流 し 電 気 エ ネ ル ギ ー で 凝 固 止 血 、 切 開 し 除 去 す る 方 法 に 注 目 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
電 気 エ ネ ル ギ ー を 与 え る 先 端 部 に は モ ノ ポ ー ラ （ ｍ ｏ ｎ ｏ ｐ ｏ ｌ ａ ｒ ） 電 極 式 と バ イ ポ ー
ラ （ ｂ ｉ ｐ ｏ ｌ ａ ｒ ） 電 極 式 が あ る 。 モ ノ ポ ー ラ 式 先 端 部 は 、 施 術 部 位 か ら 離 れ た 患 者 体
表 に 固 定 電 極 を 設 け 、 先 端 か ら 固 定 電 極 に 電 流 を 流 す 方 式 で 、 バ イ ポ ー ラ 式 は 、 把 持 鉗 子
型 ま た は ハ サ ミ 型 の ふ た つ の 電 極 を も つ 器 具 で 狙 っ た 施 術 部 を 挟 み 、 そ の 部 位 だ け に 通 電
す る 方 式 で あ る 。 特 に モ ノ ポ ー ラ 式 で は 通 電 す る 単 極 先 端 部 以 外 は し っ か り と 絶 縁 す る こ
と が 必 要 で 絶 縁 が 甘 い と 他 の 部 位 で 発 熱 し て 危 険 で あ る 。 本 案 は モ ノ ポ ー ラ 式 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
モ ノ ポ ー ラ 電 極 ま た は バ イ ポ ー ラ 電 極 の 先 端 部 を 長 い 内 視 鏡 チ ュ ー ブ を 通 し 、 患 部 に 到 達
さ せ 、 内 視 鏡 画 像 で 見 な が ら 先 端 を マ ニ ピ ュ レ － ト し て 切 開 除 去 手 術 が 行 わ れ る 。 当 然 こ
の 場 合 、 電 源 よ り 先 端 部 に 達 す る 内 視 鏡 チ ュ ー ブ 以 上 の 長 さ の 導 線 を 必 要 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
一 方 、 図 ３ の 器 具 が 提 案 さ れ て い る 。 図 ３ （ ａ ） は 特 許 文 献 １ の ｄ ｉ ｓ ｐ ｏ ｓ ａ ｌ 　 Ｅ ｌ
ｅ ｃ ｔ ｒ ｏ ｓ ｕ ｒ ｇ ｉ ｃ ａ ｌ 　 ｂ ｌ ａ ｄ ｅ 、 図 ３ （ ｂ ） は 特 許 文 献 ２ の Ｅ ｌ ｅ ｃ ｔ ｒ ｏ ｓ
ｕ ｒ ｇ ｉ ｃ ａ ｌ 　 ｓ ｙ ｓ ｔ ｅ ｍ の 電 気 メ ス で あ る 。 前 者 の 利 用 例 は 扁 桃 摘 除 （ ｔ ｏ ｎ ｓ ｉ
ｌ ｌ ｅ ｃ ｔ ｏ ｍ ｙ ） で あ る 。 一 方 、 先 端 に 吸 引 孔 が 配 備 さ れ て い る 後 者 は 、 手 術 中 に 血 液
等 の 吸 引 除 去 を 要 す る 手 術 に 用 い る と さ れ て い る 。 と も に Ｐ ｏ ｒ ｔ に 挿 入 さ れ る 仕 様 で は
な い が 本 案 と 構 造 ま た は 製 造 上 の 類 似 点 が あ る の で 引 用 す る 。 前 者 は モ ノ ポ ー ラ 、 後 者 は
バ イ ポ ー ラ 式 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
腹 腔 鏡 を 用 い た 外 科 手 術 の 電 気 エ ネ ル ギ ー 切 開 除 去 を 考 え る 。 腹 腔 鏡 と は 内 視 鏡 の 一 種 で
、 患 者 の 腹 腔 に 炭 酸 ガ ス 注 入 ま た は 腹 腔 の 牽 引 で 形 成 し た 腹 腔 内 空 間 に 挿 入 さ れ る 。 こ こ
で 、 電 気 エ ネ ル ギ ー を 与 え る 先 端 電 極 は 必 ず し も 腹 腔 鏡 チ ュ ー ブ に 挿 入 さ れ る も の で な く
て も よ く 、 た と え ば 特 許 文 献 １ 、 特 許 文 献 ２ の 器 具 で も よ い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
発 明 者 は 簡 便 で 有 効 な 腹 腔 鏡 下 外 科 手 術 法 を 提 案 し て い る 。 そ れ は 、 穿 刺 針 を モ ノ ポ ー ラ
電 極 と す る 方 法 で あ る （ 非 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 穿 刺 針 は 腹 腔 鏡 と は 独 立 に 別 の ル ー ト で 腹
壁 穿 刺 さ れ る （ 図 ５ 参 照 ） 。 こ の 穿 刺 針 モ ノ ポ ー ラ 電 極 を 利 用 す れ ば 、 自 由 な 場 所 か ら 外
套 （ ト ロ カ ー ル ： ｔ ｒ ｏ ｃ ａ ｒ ） な し で 腹 壁 を 穿 刺 し 先 端 を 患 部 に 接 触 さ せ 、 凝 固 切 開 を
行 え る 。 す な わ ち 接 触 操 作 の 自 由 度 が 高 い の で 手 術 の 成 功 確 率 が 高 い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 特 許 文 献 １ 】
米 国 特 許 Ｕ Ｓ ６ ５ １ １ ４ ７ ９ 　 「 Ｅ ｌ ｅ ｃ ｔ ｒ ｏ ｓ ｕ ｒ ｇ ｉ ｃ ａ ｌ 　 ｂ ｌ ａ ｄ ｅ 　 ｈ ａ ｖ
ｉ ｎ ｇ 　 ｄ ｉ ｒ ｅ ｃ ｔ ｌ ｙ 　 ａ ｄ ｈ ｅ ｒ ｅ ｄ 　 ｕ ｎ ｉ ｆ ｏ ｒ ｍ 　 ｃ ｏ ａ ｔ ｉ ｎ ｇ 　 ｏ ｆ 　
ｓ ｉ ｌ ｉ ｃ ｏ ｎ ｅ 　 ｒ ｅ ｌ ｅ ａ ｓ ｅ 　 ｍ ａ ｔ ｅ ｒ ｉ ａ ｌ 　 ａ ｎ ｄ 　 ｍ ｅ ｔ ｈ ｏ ｄ 　 ｏ ｆ 　
ｍ ａ ｎ ｕ ｆ ａ ｃ ｔ ｕ ｒ ｉ ｎ ｇ 　 ｓ ａ ｍ ｅ 」 Ｃ ｏ ｎ Ｍ ｅ ｄ 　 Ｃ ｏ ｒ ｐ ． （ Ｕ Ｓ ）
【 ０ ０ １ ０ 】
【 特 許 文 献 ２ 】
米 国 特 許 Ｕ Ｓ ６ ５ ５ ８ ３ ７ ９ 「 Ｅ ｌ ｅ ｃ ｔ ｒ ｏ ｓ ｕ ｒ ｇ ｉ ｃ ａ ｌ 　 ｓ ｙ ｓ ｔ ｅ ｍ 」 Ｇ ｙ ｒ
ｕ ｓ 　 Ｍ ｅ ｄ ｉ ｃ ａ ｌ 　 Ｌ ｔ ｄ ． （ Ｇ Ｂ ）
【 ０ ０ １ １ 】
【 非 特 許 文 献 １ 】
” Ａ 　 ｎ ｅ ｗ 　 ｆ ｉ ｎ ｅ 　 ｐ ｒ ｏ ｂ ｅ 　 ｆ ｏ ｒ 　 ｅ ｌ ｅ ｃ ｔ ｒ ｉ ｃ 　 ｃ ａ ｕ ｔ ｅ ｒ ｙ 　 ｄ
ｕ ｒ ｉ ｎ ｇ 　 ｅ ｎ ｄ ｏ ｓ ｃ ｏ ｐ ｉ ｃ 　 ｓ ｕ ｒ ｇ ｅ ｒ ｙ ” ， Ｙ ． Ｙ ａ ｎ ａ ｇ ｉ ｔ ａ ， 　 Ｔ ．
Ａ ｓ ａ ｏ ， 　 Ｒ ． Ｋ ａ ｔ ｏ ｈ ， 　 Ｍ ． Ｔ ａ ｋ ａ ｈ ａ ｓ ｈ ｉ ， 　 Ｙ ． Ｎ ａ ｇ ａ ｍ ａ ｃ ｈ ｉ ，
． Ｓ ｕ ｒ ｇ ｉ ｃ ａ ｌ 　 Ｅ ｎ ｄ ｏ ｓ ｃ ｏ ｐ ｙ （ １ ９ ９ ７ ） 　 １ １ ： ９ ６ １ － ９ ６ ２
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

10

20

30

40

50

(3) JP 2005-332 A 2005.1.6



発 明 者 が 実 績 を も つ 穿 刺 針 を モ ノ ポ ー ラ 電 極 と し た 穿 刺 型 電 気 メ ス の 電 極 針 を 用 い た 凝 固
切 開 の 手 術 法 は 、 自 由 な 場 所 に 腹 壁 を 穿 刺 し て 凝 固 切 開 で き る と い う 利 点 を 有 す る 。 か か
る 電 極 針 は 機 械 強 度 と 耐 食 性 か ら ス テ ン レ ス が 望 ま し い が 、 数 ｍ ｍ の 細 径 で 長 さ が ２ ０ ０
ｍ ｍ 以 上 、 か つ ま た 、 そ の 数 ｍ ｍ 径 よ り 太 い 径 の 電 源 接 続 部 を も っ た 特 殊 な 形 状 の も の が
必 要 で あ っ た （ 図 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た 、 上 記 の 電 極 針 は モ ノ ポ ー ラ 電 極 と し て 用 い る の で 電 気 的 絶 縁 が 不 完 全 で 電 流 リ ー ク
が あ る と 施 術 中 の 事 故 を 誘 発 す る と い う 問 題 が あ る 。 よ っ て 先 端 部 以 外 を 確 実 に 絶 縁 す る
必 要 で あ る が 、 上 記 の 特 殊 形 状 の た め に 好 適 な 絶 縁 達 成 製 造 法 が な か っ た 。 特 許 文 献 １ に
て 、 シ リ コ ー ン （ ｓ ｉ ｌ ｉ ｃ ｏ ｎ ｅ 　 ＝ ｐ ｏ ｌ ｙ ｓ ｉ ｌ ｏ ｘ ａ ｎ ｅ ） に よ る 絶 縁 被 覆 の 形
成 法 が 提 案 さ れ て い る 。 し か し 、 局 所 的 に ２ ０ ０ ℃ を 超 え る 電 気 エ ネ ル ギ ー 集 中 部 に お い
て 、 シ リ コ ー ン 被 覆 で は 耐 熱 性 や 剥 離 強 度 が 不 充 分 で あ っ た 。 本 発 明 の 課 題 は こ れ ら の 問
題 を 解 決 し 、 腹 腔 鏡 を 用 い て 電 気 凝 固 切 開 す る 手 術 に 用 い る 穿 刺 型 電 気 メ ス の 電 極 針 を 提
供 す る こ と で あ る 。 以 下 の 説 明 に お い て 「 穿 刺 針 」 と 記 載 し て い る が 、 こ れ は 前 記 お よ び
請 求 項 記 載 の 「 電 極 針 」 と 同 じ も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 案 は （ 請 求 項 １ ） 、 腹 腔 鏡 下 で 患 部 組 織 を 電 気 エ ネ ル ギ ー で 凝 固 切 開 す る 手 術 に 用 い る
穿 刺 針 で あ っ て 、 電 源 電 極 孔 に 挿 入 さ れ る 外 径 ４ ～ ８ ｍ ｍ 、 長 さ １ ０ ～ ４ ０ ｍ ｍ の 円 柱 状
接 続 部 と 、 か か る 円 柱 状 接 続 部 と 一 体 連 結 さ れ た 同 軸 芯 の 外 径 １ ～ ３ ｍ ｍ 、 長 さ １ ０ ０ ～
４ ０ ０ ｍ ｍ の 長 針 部 と か ら な り 、 前 記 長 針 部 の 先 端 よ り １ ０ ｍ ｍ 以 内 の 露 出 部 を 除 く 長 針
部 表 面 が 絶 縁 樹 脂 で 被 覆 さ れ て い る 腹 腔 鏡 手 術 用 穿 刺 針 で あ っ て 、 （ 請 求 項 ２ ） 長 針 部 表
面 を 被 覆 す る 絶 縁 樹 脂 が 、 フ ッ 素 系 ポ リ マ ー 樹 脂 ま た は ポ リ イ ミ ド 樹 脂 で あ る こ と を 特 徴
と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 １ が 本 案 の 焼 灼 手 術 用 生 体 穿 刺 の 導 電 部 分 （ 絶 縁 被 覆 無 し ） の 例 図 で あ る 。 図 中 、 ｄ ２
が ４ ～ ８ ｍ ｍ 、 Ｌ ２ が １ ０ ～ ４ ０ ｍ ｍ 、 こ の 部 分 ２ が 円 柱 状 の 接 続 部 、 す な わ ち メ ス 型 電
源 電 極 孔 に 挿 入 接 続 さ れ る （ オ ス 型 ） 太 径 電 極 で あ る 。 図 中 、 ｄ １ が １ ～ ３ ｍ ｍ 、 Ｌ １ が
１ ０ ０ ～ ４ ０ ０ ｍ ｍ 、 こ の 部 分 ３ が 細 径 長 針 部 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
長 針 部 ３ の 先 端 部 Ｔ ｉ ｐ は （ 請 求 項 ３ ） 、 外 径 １ ～ ３ ｍ ｍ の 円 柱 か ら 研 削 さ れ て 形 成 し た
鉤 （ ｈ ｏ ｏ ｋ ） 型 形 状 で あ る の が 好 適 で あ る 。 と い う の は 、 先 端 部 Ｔ ｉ ｐ は 腹 壁 を 穿 刺 し
て 患 部 に 到 達 し 、 患 部 を 切 開 凝 固 す る た め 尖 鋭 で 、 か つ 患 部 組 織 が 引 っ か か り や す い 形 状
が 望 ま し い 。 軸 対 象 の 円 柱 の 先 端 ま た は 円 錐 状 で は 好 ま し く な い 。 図 １ 中 の 先 端 拡 大 図 の
よ う に 、 非 対 称 で 、 か つ ま た 組 織 が 引 っ か か り や す い 鉤 （ ｈ ｏ ｏ ｋ ） 状 の 形 状 が よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
フ ッ 素 系 ポ リ マ ー 樹 脂 は 、 Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ 、 Ｆ Ｅ Ｐ 、 Ｍ Ｆ Ａ 、 Ｐ Ｆ Ａ な ど を 主 成 分 と し た 樹 脂 で
代 表 的 な も の は Ｄ ｕ ｐ ｏ ｎ ｔ 社 の Ｔ ｅ ｆ ｒ ｏ ｎ が あ り 耐 熱 性 、 耐 薬 品 性 に 優 れ て い る 。 ポ
リ イ ミ ド 樹 脂 は さ ら に 耐 熱 性 に 優 れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
穿 刺 針 の 製 造 方 法 に つ い て は （ 請 求 項 ４ ） 、 外 径 ４ ～ ８ ｍ ｍ の 長 さ １ １ ０ ～ ４ ４ ０ ｍ ｍ 棒
状 金 属 材 の 片 端 か ら 長 さ １ ０ ～ ４ ０ ｍ ｍ の 電 極 接 続 部 を 残 し 、 該 電 極 接 続 部 以 外 の 部 分 を
研 削 ま た は 電 気 分 解 す る こ と で 、 「 外 径 ４ ～ ８ ｍ ｍ 、 長 さ １ ０ ～ ４ ０ ｍ ｍ の 電 極 接 続 部 」
と 「 同 軸 芯 の 外 径 １ ～ ３ ｍ ｍ 、 長 さ １ ０ ０ ～ ４ ０ ０ ｍ ｍ の 長 針 部 」 と の 一 体 連 結 物 を 得 る
第 一 ス テ ッ プ と 、 前 記 長 針 部 を 該 長 針 部 と 概 同 一 長 の 絶 縁 材 樹 脂 チ ュ ー ブ に 通 し た 後 か か
る 長 針 部 を 加 熱 す る 第 二 ス テ ッ プ と 、 前 記 長 針 部 先 端 よ り １ ０ ｍ ｍ 以 内 の 絶 縁 材 樹 脂 を 剥
が す 第 三 ス テ ッ プ に て 製 造 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 ２ が 上 記 穿 刺 針 の 製 造 方 法 の 説 明 図 で あ る 。 図 ２ （ ａ ） が 原 材 で あ る ス テ ン レ ス な ど の
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棒 状 金 属 細 線 １ 、 図 ２ （ ｂ ） が メ ス 型 電 源 電 極 に 接 続 さ れ る （ オ ス 型 ） 太 径 電 極 部 ２ を 残
し て １ を 電 気 分 解 ま た は 研 削 に て 細 く し て 細 径 長 針 部 ３ を つ く る 第 一 ス テ ッ プ 、 図 ２ （ ｃ
） （ ｄ ） が 細 径 長 針 部 ３ を 熱 収 縮 絶 縁 樹 脂 の チ ュ ー ブ ４ に 通 す 状 況 、 図 ２ （ ｅ ） が 熱 収 縮
絶 縁 樹 脂 の チ ュ ー ブ ４ の 部 分 を 加 熱 す る 状 況 、 図 ２ （ ｆ ） が 絶 縁 樹 脂 の チ ュ ー ブ が 熱 収 縮
し て ３ を 内 包 す る よ う に 固 着 す る 状 況 で 、 図 ２ （ ｃ ） （ ｄ ） （ ｅ ） （ ｆ ） が 第 二 ス テ ッ プ
で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 ２ （ ｇ ） が 細 径 長 針 部 ３ の 先 端 Ｔ ｉ ｐ 部 の 絶 縁 樹 脂 を 剥 が す 第 三 ス テ ッ プ で あ る 。 第 三
ス テ ッ プ に よ っ て 、 先 端 の Ｔ ｉ ｐ 部 に 導 体 を 露 出 さ せ モ ノ ポ ー ラ 電 極 と す る 。 露 出 は 、 先
端 よ り １ ０ ｍ ｍ 以 内 の ご く 狭 い 部 分 と す る こ と で 電 流 密 度 を 高 く す る 。 電 流 密 度 が 高 く な
れ ば な る ほ ど 所 望 の 凝 固 切 開 す る の に 必 要 な 電 源 パ ワ を 相 対 的 に 下 げ る こ と が で き 、 よ り
安 全 で あ る 。 好 適 に は 先 端 よ り ３ ｍ ｍ 程 度 の ご く 狭 い 部 分 を 露 出 す る の が よ い 。 ま た 先 端
の Ｔ ｉ ｐ 部 は 、 図 １ 中 の 先 端 拡 大 図 の よ う に 、 非 対 称 で 、 か つ ま た 組 織 が 引 っ か か り や す
い 鉤 （ ｈ ｏ ｏ ｋ ） 状 の 形 状 で あ る の が 好 適 で あ る の で 、 円 柱 を 鉤 型 形 状 に 研 削 加 工 を 行 う
（ 図 ２ （ ｈ ） ） 。 か か る 研 削 加 工 は 、 た と え ば 歯 科 用 の 金 属 研 磨 器 で 行 え ば よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
絶 縁 材 樹 脂 チ ュ ー ブ の 主 成 分 は （ 請 求 項 ５ ） 、 耐 熱 性 や 耐 薬 品 性 か ら フ ッ 素 系 ポ リ マ ー 樹
脂 ま た は ポ リ イ ミ ド 樹 脂 が 望 ま し い 。 第 二 ス テ ッ プ に て 、 絶 縁 材 樹 脂 チ ュ ー ブ を エ ポ キ シ
等 の 接 着 剤 で 接 着 固 定 し 、 段 差 が 問 題 に な ら な い よ う に 加 熱 し な が ら チ ュ ー ブ を 延 伸 し て
厚 み を コ ン ト ロ ー ル し つ つ 、 表 面 を ス ム ー ズ 形 状 に 仕 上 げ る 。 か つ 加 熱 に よ っ て 絶 縁 材 と
長 針 部 表 面 と の 密 着 性 を 上 げ て 被 覆 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
こ こ で 、 絶 縁 材 樹 脂 チ ュ ー ブ の 素 材 は 熱 収 縮 性 で あ れ ば 好 適 で あ る 。 望 ま し い 市 販 品 と し
て 、 Ｚ ｅ ｕ ｓ 　 Ｉ ｎ ｄ ｕ ｓ ｔ ｒ ｉ ａ ｌ 　 Ｐ ｒ ｏ ｄ ｕ ｃ ｔ ｓ ， Ｉ ｎ ｃ ． （ Ｏ ｒ ａ ｎ ｇ ｅ ｂ ｕ
ｒ ｇ ， Ｓ ｏ ｕ ｔ ｈ 　 Ｃ ａ ｌ ｉ ｆ ． Ｕ Ｓ Ａ ） 社 の 製 品 、 Ｆ ｌ ｕ ｏ ｒ ｏ ｐ ｏ ｌ ｙ ｍ ｅ ｒ 　 Ｈ ｅ
ａ ｔ 　 Ｓ ｈ ｒ ｉ ｎ ｋ ａ ｂ ｌ ｅ 　 Ｔ ｕ ｂ ｅ が 挙 げ ら れ る 。 こ れ は 、 複 数 の 組 成 の 樹 脂 の 多 重
層 チ ュ ー ブ で あ り 、 こ れ に 適 度 な 熱 を か け る こ と で 熱 収 縮 し て 別 素 材 に 固 着 す る 。 し た が
っ て 円 筒 形 の 表 面 に 樹 脂 コ ー テ ィ ン グ が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ の Ｚ ｅ ｕ ｓ 　 Ｉ ｎ ｄ ｕ ｓ ｔ ｒ ｉ ａ ｌ 　 Ｐ ｒ ｏ ｄ ｕ ｃ ｔ ｓ ， Ｉ ｎ ｃ ． の 商 品 は 、 化 学 的 に
安 定 で 消 毒 液 に 対 し て も 非 溶 出 性 、 医 学 用 途 と し て も 実 績 が あ り 好 適 で あ る 。 同 社 で は Ｄ
ｕ Ｐ ｏ ｎ ｔ 社 の Ｔ ｅ ｆ ｒ ｏ ｎ な ど に 代 表 さ れ る い わ ゆ る フ ッ 素 系 ポ リ マ ー ： Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ 、 Ｆ
Ｅ Ｐ 、 Ｍ Ｆ Ａ 、 Ｐ Ｆ Ａ な ど を 主 成 分 と し た 熱 収 縮 チ ュ ー ブ が 商 品 化 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ポ リ イ ミ ド の 絶 縁 材 樹 脂 チ ュ ー ブ と し て は 、 古 河 電 工 株 式 会 社 の ポ リ イ ミ ド チ ュ ー ブ が 好
適 で あ る 。 こ れ は 常 用 で ２ ２ ０ ℃ 、 短 時 間 な ら ４ ０ ０ ℃ に も 耐 え る 仕 様 で あ り 、 万 一 過 加
熱 し た 場 合 に も 自 己 消 火 性 を 備 え 有 毒 ガ ス 発 生 も な い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
第 二 ス テ ッ プ に て （ 請 求 項 ６ ） 、 絶 縁 性 樹 脂 の 塗 料 で 塗 装 に よ っ て 絶 縁 被 覆 を 形 成 し て も
よ い 。 そ の 場 合 、 溶 出 す る 重 金 属 が 塗 料 の 成 分 中 に な い こ と を 注 意 す る 。 ま た 、 液 相 の 絶
縁 材 樹 脂 に 浸 け た 後 か か る 長 針 部 を 加 熱 し て 絶 縁 被 覆 を 形 成 し て も よ い 。 い わ ゆ る ど ぶ 漬
け 被 覆 形 成 で あ る 。 こ れ ら 塗 装 、 ど ぶ 浸 け に お け る 絶 縁 材 塗 料 の 主 成 分 、 ま た は 液 相 の 絶
縁 材 樹 脂 の 主 成 分 も 前 記 同 様 、 フ ッ 素 系 ポ リ マ ー 樹 脂 ま た は ポ リ イ ミ ド 樹 脂 で あ る と よ い
（ 請 求 項 ７ ） 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
長 さ の 異 な る 数 本 の 本 案 の 穿 刺 針 を 用 意 し て お く と よ い 。 そ れ ら の う ち 腹 腔 内 の 患 部 ま で
の 穿 刺 深 さ に 応 じ た 長 さ の 穿 刺 針 を 選 択 的 に 装 着 し て 用 い る 。 本 案 の 穿 刺 針 は 、 特 許 文 献
１ の ｄ ｉ ｓ ｐ ｏ ｓ ａ ｌ 　 Ｅ ｌ ｅ ｃ ｔ ｒ ｏ ｓ ｕ ｒ ｇ ｉ ｃ ａ ｌ 　 ｂ ｌ ａ ｄ ｅ 同 様 に 交 換 が 容 易
で デ ィ ス ポ ー ザ ブ ル で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
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【 発 明 の 効 果 】
穿 刺 針 を モ ノ ポ ー ラ 電 極 と し た 電 気 凝 固 切 開 の 手 術 法 に 好 適 な 機 械 強 度 、 耐 食 性 、 絶 縁 安
全 性 を 有 す る 特 殊 形 状 の 穿 刺 針 を 提 供 し た 。 こ の 穿 刺 針 は 内 視 鏡 下 外 科 手 術 に 用 い る こ と
が で き 自 由 な 場 所 に 腹 壁 を 穿 刺 し て 凝 固 切 開 で き る と い う 利 点 を 有 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 案 の 腹 腔 鏡 手 術 用 の 穿 刺 針 の 導 電 部 分 （ 絶 縁 被 覆 無 し ） の 説 明 図
【 図 ２ 】 本 案 の 腹 腔 鏡 手 術 用 の 穿 刺 針 の 製 造 方 法 の 説 明 図 ： （ ａ ） 原 材 で あ る ス テ ン レ ス
な ど の 棒 状 金 属 細 線 １ 、 （ ｂ ） メ ス 型 電 源 電 極 に 接 続 さ れ る （ オ ス 型 ） 太 径 電 極 部 ２ を 残
し て １ を 電 気 分 解 ま た は 研 削 に て 細 く し て 細 径 長 針 部 ３ を つ く る 、 （ ｃ ） （ ｄ ） 細 径 長 針
部 ３ を 熱 収 縮 絶 縁 樹 脂 の チ ュ ー ブ ４ に 通 す 、 （ ｅ ） 熱 収 縮 絶 縁 樹 脂 の チ ュ ー ブ ４ 部 分 を 加
熱 、 （ ｆ ） 絶 縁 樹 脂 の チ ュ ー ブ が 熱 収 縮 し て ３ を 内 包 す る よ う に 固 着 す る 、 （ ｇ ） 細 径 長
針 部 ３ の 先 端 Ｔ ｉ ｐ 部 の 絶 縁 樹 脂 を 剥 が す 、 （ ｈ ） Ｔ ｉ ｐ 部 の 加 工 を 行 う 。
【 図 ３ 】 （ ａ ） 米 国 特 許 Ｕ Ｓ ６ ５ １ １ ４ ７ ９ 　 「 Ｅ ｌ ｅ ｃ ｔ ｒ ｏ ｓ ｕ ｒ ｇ ｉ ｃ ａ ｌ 　 ｂ ｌ
ａ ｄ ｅ 　 ｈ ａ ｖ ｉ ｎ ｇ 　 ｄ ｉ ｒ ｅ ｃ ｔ ｌ ｙ 　 ａ ｄ ｈ ｅ ｒ ｅ ｄ 　 ｕ ｎ ｉ ｆ ｏ ｒ ｍ 　 ｃ ｏ ａ ｔ
ｉ ｎ ｇ 　 ｏ ｆ 　 ｓ ｉ ｌ ｉ ｃ ｏ ｎ ｅ 　 ｒ ｅ ｌ ｅ ａ ｓ ｅ 　 ｍ ａ ｔ ｅ ｒ ｉ ａ ｌ 　 ａ ｎ ｄ 　 ｍ ｅ ｔ
ｈ ｏ ｄ 　 ｏ ｆ 　 ｍ ａ ｎ ｕ ｆ ａ ｃ ｔ ｕ ｒ ｉ ｎ ｇ 　 ｓ ａ ｍ ｅ 」 の 先 端 使 い 捨 て 部 分 （ モ ノ ポ ー
ラ ） の 図 、 （ ｂ ） 米 国 特 許 Ｕ Ｓ ６ ５ ５ ８ ３ ７ ９ 「 Ｅ ｌ ｅ ｃ ｔ ｒ ｏ ｓ ｕ ｒ ｇ ｉ ｃ ａ ｌ 　 ｓ ｙ
ｓ ｔ ｅ ｍ 」 の 手 術 器 具 （ バ イ ポ ー ラ ） の 図
【 図 ４ 】 （ ａ ） （ オ ス 型 ） 太 径 電 極 部 ２ を メ ス 型 電 源 電 極 ５ に 接 続 す る 前 の 状 態 、 （ ｂ ）
２ を メ ス 型 電 源 電 極 ５ に 挿 入 接 続 中 の 状 態 、 （ ｃ ） ５ に 挿 入 接 続 完 了 状 態 の 説 明 図
【 図 ５ 】 本 案 穿 刺 針 と 腹 腔 鏡 を 用 い て 患 部 組 織 を 切 開 凝 固 す る 手 術 イ メ ー ジ 図
【 図 ６ 】 本 案 穿 刺 針 と 腹 腔 鏡 を 用 い て 患 部 組 織 を 切 開 凝 固 す る 手 術 の 写 真 （ 非 特 許 文 献 １
）
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 ス テ ン レ ス な ど の 棒 状 金 属 細 線
２ 　 メ ス 型 電 源 電 極 に 接 続 さ れ る （ オ ス 型 ） 太 径 電 極 部
３ 　 細 径 長 針 部
４ 　 熱 収 縮 絶 縁 樹 脂 の チ ュ ー ブ
５ 　 メ ス 型 電 源 電 極
６ 　 電 気 エ ネ ル ギ ー 供 給 電 線
Ｔ ｉ ｐ 　 細 径 長 針 部 ３ の 先 端 部 で あ っ て 電 気 エ ネ ル ギ ー 焼 灼 に て モ ノ ポ ー ラ 電 極 と な る 部
分
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